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水稲生育・収量予測モデルSlMRiwで算出した，（a）現在と（b）100年後の水稲収量（品種：コシヒカリ）。

ここでは水田として利用されていないメッシュについても計算している。　　　　　（詳細は本文参照）
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　人間活動に伴う化石燃料の使用や土地利用変化

によって，大気中に含まれる二酸化炭素（CO，）の

濃度が増加し，これによる地球規模での温暖化が

予想されている。我々の生活の基盤である農業は

このような気候変化の影響を大きく受ける分野に

位置し，温暖化による農業生産の将来が懸念され

ている。

　温暖化による気候変化が農業に与える影響を評

価する方法の一つとして，大気大循環モデルで予

測した将来の気候を作物生育・収量モデルに入力

し，その結果を現在のものと比較することが行わ

れている。しかし，大気大循環モデルの出力結果

は全世界の気候を表現するため，その解像度は時

間的・空間的にかなり粗く，島国で地形の複雑な

我が国の局地的な気候を必ずしも十分に表現して

いない。そのため，その結果を直接，作物・生育

モデルに入力し，農業生産に対する影響評価をす

ることは難しい。

　清野（1990）は，大気大循環モデルの出力結果

とメッシュ気候値を用いて，局地的な気候変化を

表現する「局地気候変化シナリオ」を作成する方

法を開発した。この方法は，大気大循環モデルに

よって予測された温暖化時の気候値と現在の気候

値との差（または比）を，距離の重み付けで二次

メッシュ（約10×10㎞）に内挿し，メッシュ気候

値に加えたものである。

　今回，この方法を用いて，最近発表された気象

研究所の大気・海洋結合大循環モデル（MRI－

CGCM）によるCO2漸増実験の出力結果（気象庁，

1996）から，局地気候変化シナリオ（以後，この

シナリオを「MRI局地気候変化シナリオ」と呼ぶ）

を作成した。

　この数値実験では，日本に冷夏をもたらすエル

二一ニョ現象，あるいはオホーツク海を含めた高

緯度地域の海氷の消長などが，今までのモデルよ

り現実をうまく再現できている。また，今後100年

間，大気中のCO，の濃度が年率1％の複利で増加

すると仮定して計算されている。さらにこの実験

結果は温暖化の過程を10年毎の平均値として出力

されており，農業への影響評価を行う上では極め

て有益な情報である。

　第1図に筑後，つくば，旭川にあたるメッシュ

の夏期（6～8月）の気温と降水量，日射量の変

化を今後100年間について10年毎に示した。この

100年間に旭川では3．7℃，つくばでは3．4℃，筑後

では3．2℃ほど夏季の平均気温が上昇することが

予測されている。また，つくばと筑後では気温が

ほぼ単調に上昇するのに対して，旭川では前の10

年問と比較して気温が低下する10年間があり，複

雑に変化する。降水量と日射量はさらに複雑に変

動するが，前者は筑後で20～80年後に現在と比較

して約10％減少すること，また後者は3地点とも

70～100年後に5～10％増加することなどが予測

されている。

　このMRI局地気候シナリオの利用例として，温

暖化が水稲生産にどの様な影響を与えるのかを評

価した。この影響評価では，Horie6！α／．，（1992）

の水稲生育・収量予測モデルを用いた
（SIMRIW，Simulation　Model　for　Rlce－

Weather　relations）。このモデルは気温と日射量

を入力することにより，気候変化が水稲の生育と

収量にどの様な影響を与えるのかを評価できる。

ただしここでは，施肥や土壌，灌概，病害虫など

の栽培条件は水稲の生育にとって最適であると仮

定されている。

　上記の3地点について水稲収量，移植日，栄養

生長期間が今後100年間にどの様に変化するのか

について予測した結果を第2図に示した。水稲の

品種は，現在，北海道を除く日本全国の広い範囲

で栽培されている「コシヒカリ」を用いた。また，

気候変化により移植日や栄養生長期間が変わるこ

とが考えられるが，ここでは，収量を最大にする

ように移植日と栄養生長期間を選んだ。
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第1図　筑後，つくば，旭川の夏期（6～8月）の，（a）気温と（b）

降水量，（c）日射量の変化。現在を基準とした100年後まで10年毎

の差（気温）または比率（降水量と日射量）で示されている。

第2図　筑後，つくば，旭川の，（a）収量と（b）移植日，（c）栄

養生長期間の変化（品種：コシヒカリ）。

　筑後とつくばでは，今後100年間，収量は

600～800kg／10aで変化する。また，移植日は約20

日早くなり，栄養生長期間は約15日間短くなる。

それに対して，旭川では30年後に初めてコシヒカ

リが収穫されてから急速に増収し，100年後には収

量が約800kg／10aにまで達すると予測された。

　表紙に，現在と100年後の水稲（コシヒカリ）収

量分布を示す。現在，収穫できない東北地方北部

から北海道（黒く塗られた部分）では，100年後に

400～800kg／10aの収量が見込まれる。それに対し

て，現在高い収量をあげている地域では，収量が

5～10％ほど減少すると予測された。

　このMRI局地気候変化シナリオは，この他にも

様々な利用が考えられる。本データは温暖化の影

響評価を行っている研究者に提供する目的で作成

された。利用を希望される方は気象管理科気候資

源研究室までご連絡願いたい。

（気象管理科気候資源研究室鳥谷均，林陽生，

後藤慎吉，資源・生態管理科　清野　害谷，地球環

境研究チーム　横沢正幸，山川修治）
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　温室効果ガスとしては二酸化炭素（CO2）がよく

知られているが，その他にも，メタン（CH4），亜

酸化炭素（N『20）などがある。CO2の1分子あたり

の温室効果を1とするとCH4が20～30倍，N20が

200～300倍といわれ，CH4，N20は大気中の量が少

ないわりに，温室効果への寄与率が高い。また，

これらのガスの大気中での濃度は急激な増加傾向

にあり，CO2が年に0．5％，CH4が0．9％，N20が

0．25％の割合で増加している（1992，IPCC：気候

変動に関する政府間パネル）。

　CH4，N20は自然界からも発生しているが，農耕

地からの発生も大きいと考えられている。水田か

らのCH、発生量は，地球全体からのCH、の発生量

の約12％を占めると推測されている。また，農耕

地からのN20発生量は，地球全体からのN20の発

生量の最大約30％を占めると推測されている。し

かし，いずれも実測データが非常に不足しており，

推定の不確実性は大きい。

　農耕地からはN、0だけでなく一酸化窒素（N0）

も発生している。N20は温室効果ガスとしてだけ

でなく，オゾン層破壊の原因物質としても知られ

ている。また，NOは，温室効果ガスである対流圏

オゾンの前駆物質，および酸陛雨の原因物質とし

て知られている。N20およびNOは，畑に窒素肥料

が施肥された後，土壌中で窒素化合物が微生物に

より変化する過程（硝化と脱窒）において発生す

る。窒素肥料は食料生産の面からは重要であるが，

一方では地球環境に大きな影響を与えている。こ

のため，窒素肥料からのN20およびNOの発生を

抑制する技術の開発が待たれる。

　当研究室では，農耕地からのN20およびNOの

発生の抑制技術の開発を目指して，様々な種類の

窒素肥料を施用した土壌からのN20およびNOの

発生を調べている。その一例として，以下に，96

年度試験の概要を紹介する。96年度は被覆窒素肥

料や硝化抑制剤入り肥料などを使用することによ

り，N、0およびNOの発生が抑制されるかどうか

を検討することを目的として，実験を行った。実

験は農環研内の温室効果ガス発生制御施設で行な

われた。この施設には12基のライシメーター（水

田と畑が各6基ずつ）と，土の上においたチャン

バー内の空気を自動的にサンプリングし，測定を

行うための制御，測定施設とがある。（図1，写真1）
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図1：ガスフラックス自動測定装置
各チャンバーは，それぞれ約20分ずつふたが閉まり，そのあいだに4
回空気が採取され，測定器に送られる。6つのチャンバーは4時間で一
回ずつ測定され，各チャンバーは一日それぞれ6回ずつ測定されること

になる。この自動測定装置により，手動では大変な日変化を測定した
り，より多くのデータのから年間の発生量を推定したりすることができ
るようになった。

写真1：収穫風景
業務科の皆さんとニンジンの収穫．開いているチャンバーも見える。

左側の区画はすでに刈り取りの終わった水田である。この水田ではや

はり温室効果ガスのひとつであるメタンの発生制御についての試験を
行っている。

材料および方法

　栽培作物はニンジン（新黒田五寸）で，測定期

間は1996年6月11日～10月20日，栽培期間は1996

年6月1！日～10月14日であった。基肥は6月12日

に，追肥は8月8日に行った。施肥量は20gN／m・
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で，被覆肥料区はすべて基肥で，他の2処理区は

基肥12gN／㎡，追肥8gN／m・で与えた。なお基肥は

全層施肥，追肥は表層施肥で行った。

　処理区は以下の3処理区（各2連）である。

1）通常肥料（尿素，硫安を1二2に混合）区

2）被覆肥料（LPコート，尿素の被覆肥料）区

　（被覆肥料とは・・化学肥料を樹脂などでコー

　ティングしたもの。ゆっくりと肥料分が放出さ

　れ，一般に即効性の化学肥料よりも作物の利用

　効率がよい。30。40，、100日タイプなど，いろい

　ろなタイプがあり，作物の生育タイプにより選

　べるようになっている）

3）硝化抑制剤（AM）入り肥料（尿素，硫安を1：2

　に混合したものに硝化抑制剤を添加）区

　（硝化抑制剤とは・・尿素系やアンモニア系の

　肥料を土壌に施用すると，硝化菌によヒ）アンモ

　ニアイオンから硝酸イオンに変化する。これを

　硝化という。この硝化を抑制する薬剤が硝化抑

　制剤である。）

結果

N20フラックスの経日変化（図2）

　基肥後に通常肥料区において大きなフラックス

が6月25日～7月2日の約1週間にわたってみら

れた。同期間の被覆肥料区，硝化抑制剤区の発生

量は通常区の約50％であった。しかし，それ以降

の発生は，被覆肥料区が他の区よりも高くなって

いた。追肥後は土壌が乾燥していたためか，はっ

きりしたピータは見られなかった。

NOフラッタスの経日変化（図2）

　基肥後に通常肥料区において大きなフラックス

が6月20日～7月6日の約2週間にわたってみら

れた。同期間の被覆肥料区，硝化抑制剤区の発生

量は通常区の50％以下であった。しかし，それ以

降の発生は被覆肥料区が他の区よりも高くなって

いた。追肥後は土壌が非常に乾燥していたが，乾

燥時に数ミリの降雨があると，その直後にNOの

発生がみられた。

　また，土壌水分が相対的に乾燥している時には

NOの発生が多く，湿潤な時にはN、0の発生が多
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図21調査期問中の土壌水分とN、O，NOの発生の経日変化
上段：降雨と土壌水分

中段：N20フラックス，下段：NOフラックス
青が被覆肥料区，緑が硝化抑制剤区，赤が通常肥料区である。

い傾向が見られた。

N20，NOの総発生量（表1）

　全測定期間の発生量を積算すると，通常肥料区

と被覆肥料区ではN『0は同程度，N20は被覆肥料

区の方が高くなった。硝化抑制剤区ではN20，NO

ともに他の処理区よりも発生量が少なく，硝化抑

制剤の使用により，N20，NOの総発生量を抑えら

れる可能性が示唆された。

　　　　　（影響調査研　秋山博子・鶴田治雄）

表1：窒素施肥土壌からのN・0・NO発生量（1996）

処理区

施肥窒素量　　　　　　N，O

（基肥、追肥）　　　　発生量
（gN／㎡）　　　　　　（mgN／m2）

　　　　　（6！11～9／30）☆

　NO
　発生量
　（mgN／m2）

（6／11～10／20）☆☆

NOIN、0　　施肥Nに対する割合（％）

　発生比
　　　　N20　　　　　　NO　　　　　　　NO十N20
（6／11～9／30）

　通常肥料区　　　　20（12，8）　　18．3±2、17（100）★★★　　181±8．5（100）

　被覆肥料区　　　　20（20，0）　　21．7±2．34（116）　　　170±80（94）

硝化抑制剤入り肥料区　　20（12，8）　　　16．4±0．34（81）　　　　140±63（78）

8．9

7．1

6、9

0．09　　　　　　0．91　　　　　1

0．11　　　　　0．85　　　0．96

0．08　　　　　　0．7　　　0．78

官8／3，4，14，15，9／↑〇一19を除く，　★★7／13－15，8／3，4，15を除く

☆献（）の数字は遜常肥料区の発生量を100とした場合
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iオゾン層破壊と臭化メチル　i
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

1　　一土壌くん蒸の寄与は？一　　　1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
ヤ，IIIl・rひ，ヒIIl－r9・，111』ひ』しII，hひ，IIIl・一ひIIIII・一ひ，Illhひ』llIlhひ，lll；r一ひ，lllhひ，IIIlhO』，IIl』0』，Illl・rO』，llII・r9』閣IIIg・rひ、，IIII・rひ，Illl・φ．【III・φIIII，・rO』．1111・rO』IIll』ひ．‘II戸

はじめに

　臭化メチルは，農作物を加害するウイルス，バ

クテリア，かび，線虫，害虫，雑草など広範囲の

有害生物に有効な万能薬である。特にウイルスに

有効なものは他になく，臭化メチルに代わる薬剤

や防除技術は得られていない。ところが，臭素は

塩素の50倍以上の成層圏オゾンの破壊能力を持ち，

臭化メチルは成層圏臭素の最大の供給源であるこ

とが明らかになり，現在，臭化メチルの使用規制

が行われている。臭化メチルの消費量は世界で75

Gg（×109g，1992年），日本で8．7Gg（1995年）で

あり，用途は土壌くん蒸用が76％を占め，日本で

も66％と最大である。その他に検疫処理用，構造

物や車両のくん蒸用と化学工業用中間体がある。

　臭化メチルの規制の現状と背景，我々の行って

いる土壌くん蒸からの臭化メチル放出量の正確な

評価方法の開発，さらに放出抑制技術の開発の概

要を紹介する。

臭化メチルの規制

　臭化メチルは，1992年の第4回モントリオール

議定書締約国会議において，オゾン層破壊物質と

して規制対象物質とされた。さらに1996年の第7

回締約国会議において使用規制措置が決定され，

先進諸国は1991年を基準として，2001年から25％

削減，2005年から50％削減，そして2010年100％削

減すなわち全廃することとなった。これまでは検

疫と輸出用くん蒸を例外としていたが，農業に必

要不可欠なもの（Critical　Agricultural　Use二

CAU）も例外規定に加えられ，具体的に何を指す

かについては，97年の技術・経済アセスメントパ

ネルで検討されることになっている。

臭化メチルについての最近の知見

　現在，大気中の臭化メチルは北半球平均で約11

pptv（×10－12，体積比），南半球平均で約9pptvの

濃度で存在し，この濃度差は両半球のソース（放

出源）とシンク（吸収，分解先）の大きさと大気

中での寿命に起因している。臭化メチルには人為

起源と自然起源のものがあり，それらの放出量評

価は困難で大きな不確実性が残っている。消費量

が最も多い土壌消毒からの放出量評価は，全使用

量57Ggのうち最も確からしい値として32Gg
（16．7～47．3Gg）と見積られている。他のソース

としては海洋の60Gg（26～100Gg）が最大で，他

にバイオマスの燃焼20Gg（10～50Gg），ガソリン

15Gg（0．5～22Gg）などがある。シンクとして

は，大気海洋，土壌があり全体で185Gg（132～232

Gg）と見積られている。

　さらに，大気中の臭化メチル濃度の増減の傾向

を示す明確なデータは得られていない。その原因

は，試料の保存期間中に見掛け上臭化メチル濃度

の増加が認められ，その増加程度も試料により異

なるなど，過去に採取した大気の分析が困難なこ

とにある。最近のオゾン層破壊係数（ODP）の再

評価により，臭化メチルのODPは0．43との報告が

あり，WMO（世界気象機関二1994年）による評価

値0．6よりもかなり小さく，大気中の寿命は1．3年

（0．8～1．7）から0．8年（0．6～1．4）にまで小さく

なっている。

　以上のように，臭化メチルの環境動態について

不確実な部分が多く残されていることがわかる。

そのため，臭化メチルの使用規制が大気中濃度に

どの程度反映するかは予想が困難である。

臭化メチル放出フラックスの測定と抑制技術

　土壌くん蒸で使用される臭化メチルの大気への

放出割合は全使用量の30から85％と見積られてい

る。一般に土壌くん蒸は，ポリエチレンフィルム

などで土壌表面を被覆し，土壌表面，または土壌

中に臭化メチルを放出させて行なう。大気への放

出量の評価は様々な手法で行われた報告があるが，

それらの測定結果には大きなばらつきがあり，そ

のばらつきの主な要因は土壌のpH，有機物含量，

水分量，処理方法であるとされている。
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　　　1陛

測定装置

論繋灘、

実験風景

臭化メチルによる土壌くん蒸からの放出量評価のために開発した測定装置と実験風景

　我々は実際の圃場で大気への放出フラックスを

正確に測定するためにチャンバー法による自動測

定装置を開発し，その装置を用いて土壌くん蒸か

らの放出量を測定し，放出量に及ぼす要因を解析

した（写真）。これまでの報告では，被覆期間中の

放出速度の変動とその要因については考慮されて

おらず昼間の測定によるものが殆どであった。と

ころが，放出フラックスは気温，日射に敏感に影

響され，日内変動は10倍以上に達し，放出割合は

約32～44％の範囲であった。日内変動の主な要因

は被覆資材の透過速度の温度依存性と被覆資材に

よる温室効果であることを見い出しモデル化を行

なった。過去に報告されたデータを当時の気象デ

ータと日内変動を考慮して再解析した結果，従来

の放出量評価は3分の1程度小さくなり，従来の

評価は過大であったことが明らかとなった。

　次いで，土壌くん蒸に用いた臭化メチルの放出

抑制技術も切実に望まれている。世界的に幾つか

の方法が試みられているが，一般的な技術となっ

ていない。その一つはバリアー性フィルムを利用

して，被覆期間中の漏洩を抑えることにより投薬

量を減らすものである。普及しない問題点として，

利用可能なフィルムの供給が限られ高価なこと，

投薬量の低減化の程度が明らかでないこと，バリ

アー性資材の廃棄の問題がある。

　我々の研究結果から，実行可能な放出抑制技術

として，投薬日時の選択がある。すなわち，夕方，

もしくは曇りの日に投薬を行うことで，初期の大

きな放出を抑制し，晴天の昼間に投薬した場合に

比べ全体で数割程度放出抑制を可能とする方法で

ある。これらは本質的な解決策ではないが，すぐ

に実行できる技術である。

おわりに

　臭化メチルのような万能薬が健在であったとし

ても，土壌病害の軽減は薬剤のみによらない総合

的な病害虫防除によるべきであるが，臭化メチル

に代わる薬剤，防除技術は得られていない。くん

蒸剤はその物理化学的性質から農薬のなかでも特

異なものである。くん蒸剤の環境動態はこれまで

殆ど研究されておらず，当然データの蓄積は殆ど

ない。この研究を機会に臭化メチルの環境動態を

明確に把握し，環境負荷の小さな施用技術を開発

することが，他のくん蒸剤の環境動態把握，施用

技術の改善に繋がるものと考える。

（農薬管理研究室　小原　裕三）
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英国BBSRCにみる研究管理

　　　宮下清貴（土壌微生物利用研究室）

　　　　　　　　　　醜
．囎蟹騰 1

1／響踊

ロンドンから南西

に列車で約1時間，

Swindonにある
BBSRC本部。　い

くつかのResear－

ch　Comcilが入っ

ており，英国の研

究費の総元締めと

いったところか。

　研究に対する期待が大きい（しめつけが厳し

い？〉のは世界の時流であろう。バイオリメディ

エーションに関する研究協力の件で今年4月に英

国BBSRCや大学を訪れた際に，このことを感じ

させられた。BBSRC（バイオテクノロジー・生物

科学技術会議）は1994年にAFRC（農業・食料技術

会議）とSERC（科学・工業技術会議）の生物部門

とを統合して設立された。（英国ではResearch

Counci1（技術会議）はOST（科技庁）に属する。）

ライフサイエンス分野（医学を除く）の研究や大

学院教育の支援（研究費や大学院生への給与），英

国経済の競争力を高めるための技術開発や研究

者・技術者の供給，それに国民のライフサイエン

スに対する理解の促進（啓蒙）を主要な任務とし

て謳っている。

　最初に訪れたBBSRCで応対した担当者は，傘

下の8研究所に対する厳しい評価について語った。

特に4年に1度のレビューは徹底して行われ，こ

こで低い評価を受けた研究所は大変だという。傘

下の研究所の中でBBSRCからのファンドの額，

比率とも最も高いジョン・イネス研究所（植物バ

イテクのセンター）は評価が高く，逆にBBSRCの

ファンドの割合の低い某試験場は評価が低いこと

になる。傘下の研究所はBBSRC以外にもMAFF

（農・水・食料省）や民問企業から広く研究資金

を集めているが，例えばMAFFの研究費はcon－

tractbaseだというから，より目的指向の強い応

用に近いものであろう。「同じ研究費でもBBSRC

からもらう研究費は評価が高い」とある大学関係

者が語っていたように，BBSRCの権威は大学に

対しても絶大のようだ。（ファンドの申請，業績造

りと）「研究者は忙しいですね」と問うと，「所長

はもっと忙しい」とBBSRCの担当者は語った。

　どん底にあった英国経済を救うべく断行された

サッチャー首相時代に始まる行財政改革の嵐は，

研究に対しても吹き荒れた。今日英国は仏や独に

比べて失業率は低く，経済的な安定を見せており，

改革は経済に関しては成果を収めているかに見え

る。一方，科学技術に関してはどうであろうか。

研究所の名前を覚える間もないくらいにリストラ

が行われ，かつては盛んであったが現在は消えて

しまった研究分野（課題）も少なくない。日本の

研究者が自前の金で留学してもまず間違いなく研

究費を要求される（無給以下である）が，このこ

とは研究費の確保が難しいことを示している。今

回の訪問でも現場の研究者からは研究の継承性や

長期的な視野に立った研究が困難であることを懸

念する声が少なからず聞かれ，またresearch　fel－

10W（ポスドク）は将来的な身分の不安を隠さなか

った。英国は米国につぐノーベル賞受賞者数を誇

り，サイエンスを大切にしてきたお国柄である。

10年前に科技庁の長期在外研究員として滞在し，

英国の大学の古き良き時代の片鱗を知ることがで

きた自分としては英国の現状は寂しい気がするが，

この間の英国社会・経済に対する科学技術の貢献

や重点的に行われているプロジェクト等に関して

は見ていないので，一方的な感傷であることを願

いたい。

　最後に，英国の現状は日本の近未来を予言して

いるかに見えるが，日本と英国の単純な比較は無

理がある。金融業ではないが，日本は研究や科学

の面でもいまだに古い体質を引きずっており，英

国にあった「古きよき時代」を一度も通過してい

ない。時代の流れは速い。日本と英国の経済や研

究がどうかわっていくのか，結果が明確になるま

でに今後10年はかからないであろう。
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所内外どック

平成9年度一般公開盛会に終わる

　本年度は？ぞみつめよう農業が創る豊かな環境”

をテーマに4月16日（水）に開催されました。当

日は晴天に恵まれ，学生をはじめ一般参観者等

1，100名以上の方々が来訪されました。

　公開に当たっては，近年の青少年の科学離れを

配慮し，一般の方々にも興味を抱くよう，日頃の

研究成果を，カラフルに分かりやすく工夫し紹介

に心がけたこともあり，熱心に質問している方々

が多く見られました。さらに植物名当てクイズや

パソコンを使った環境関連クイズにも多くの方々

が挑戦していました。本年は，特に風洞実験棟の

公開を行い，東北地方に，しばしば発生するヤマ

セなどの冷たい風が，どのように農耕地帯に侵入

するか，地形模型とドライアイスを使って，冷害

の仕組みを再現し，風の怖さを体験していただき

ました。

　また，すっかりお馴染みになった，コマツナ摘

みも，好天気に恵まれたためか時間を忘れて摘ん

でいる光景がみられ，全体として大盛況のうちに

終わることが出来ました。

乞期待来年
（一般公開事務局）

麟撫．

翻

藁、撫

響rル

家畜糞の液体燃料化で記者発表

　さる，5月28日（水）「家畜糞の液体燃料化」に

ついて，筑波研究学園都市記者会への記者発表を

行った。

　本成果は，畜産物及びその加工品の需要が増大

した結果，畜産廃棄物の量が増加し，適切な処理

が困難になりつつあることから，新たな用途の開

拓が急務となっている。そこで，家畜糞を熱エネ

ルギー源として利用できるように，糞の液体燃料

（オイル）化技術を開発した。

　水分を含んだままの牛糞を300℃，10MPaで高

温高圧処理することによって，牛糞に含まれる有

機物の27％を液体燃料（オイル）化できる。生成

したオイルの熱量は約30MJkg－1であり，C重油の

熱量の70％程度に相当する。

　当日，9社が参加すると共に，NHKが取材し，

当日，NHK総合テレビの首都圏ネットワークの

中で放映されました。
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人　事（9．4～6）

採　用
発令年月日　氏　名

　9．4。1向井智彦
　　　　荒　 貴裕

　　　渡邊浩二
　　　板橋　 直

　　　　太田尚寿
　　　杜　 明遠

昇任
発令年月日　氏　名
　9。4．1　野　口　美千代

　　　　又川速雄

転　入
発令年月日　氏　名

　9．4．1新井宗太郎

　　　　渡邊輝章
　　　　中村光男
　　　小島藤吉
　　　小山英也

　　　新所属
総務部会計課（支出係〉

企画調整部（業務科）

企画調整部（業務科）

企画調整部（企画科）

企画調整部（企画科）

環境資源部主任研究官（気象管理科大気生態

研究室）

　　　新所属。
企画調整部庶務主任

企画調整部業務科総括作業長

　　　新所属
総務部長

総務部会計課長

総務部庶務課課長補佐

総務部会計課主計係長

総務部会計課支出係長

坂　入　正　行　　企画調整部情報資料課（広報係）

浅　田　幸　子　　総務部庶務課（厚生係）

阿部勝男
伊藤一幸
佐藤銚子

田中幸一

野副卓入

　　杉山　 恵

9．5．1齋藤貴之

転 出

発令年月日．　．氏　　　名

　9．4．1山田絋一
　　　沓名，幸雄
　　　鈴木長男
　　　加藤哲生

飯岡浩一
十鳥政信

企画調整部（業務科）

環境生物部植生管理科植生生態研究室長

資材動態部農薬動態科除草剤動態研究室長

環境生物部主任研究官（昆虫管理科個体群動

態研究室）

資材動態部主任研究官（肥料動態科多量要素

動態研究室）

環境資源部（土壌管理科土壌生化学研究室）

環境管理部（計測情報科分析法研究室）

　　　新所属
農林水産技術会議事務局筑波事務所長

蚕糸・昆虫農業技術研究所総務部庶務課長

農業生物資源研究所総務部庶務課課長補佐

農林水産技術会議事務局企画調査課広報班

資料係長

農業研究センター総務部庶務課庶務第1係長

四国農業試験場総務部庶務課庶務第2係長

新規採用

新規採用

新規採用

新規採用

新規採用

選考採用

旧所属

　　　旧所属
企画調整部（庶務）

企画調整部（業務科）

　　　旧所属
食品総合研究所総務部長

食品総合研究所総務部会計課長

北陸農業試験場総務部庶務課課長補佐

北陸農業試験場総務部会計課主計係長

農業生物資源研究所総務部庶務課人事第2
係長

蚕糸・昆虫農業技術研究所企画連絡室情報資

料課（管理係）

農林水産技術会議事務局筑波事務所総務課
（庶務係）

農業生物資源研究所企画調整部（業務科）

東北農業試験場水田利用部雑草制御研究室長

森林総合研究所森林生物部主任研究官（化学

制御研究室）

九州農業試験場地域基盤研究部主任研究官
（害虫生態制御研究室）

東北農業試験場水田利用部主任研究官（水田

土壌管理研究室）

畜産試験場飼養環境部（汚染物質浄化研究室）

果樹試験場栽培部（根圏機能研究室）

　　　旧所属
総務部長

総務部会計課長

総務部庶務課課長補佐

企画調整部情報資料課広報係長

総務部会計課調達係長

総務部会計課主計係長
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9．4．1飯塚のり子

　　谷口　 洋

　　高橋　 修

高橋武志

矢島正晴

樋口太重
井手　 任

森本信生

山縣真人

昆野安彦

八木一行

吉田正則

農業研究センター総務部会計課（会計係）

農業総合研究所総務部庶務課（人事厚生係）

東北農業試験場企画連絡室（業務第3科）
（兼）総務部用度課（用度係）

東北農業試験場作物開発部（大豆育種研究
室）

国際農林水産業研究センター沖縄支所上席

研究官

農業研究センター企画調整部業務第2科長

農業研究センター企画調整部主任研究官（研

究企画科）

草地試験場環境部主任研究官（害虫制御研究
室）

北海道農業試験場畑作研究センター主任研

究官（生産技術研究チーム）

東北農業試験場水田利用部主任研究官（水田

病害虫研究室）

国際農林水産業研究センター環境資源部主

任研究官

四国農業試験場地域基盤研究部（資源利用研
究室）

総務部会計課（調達係）

総務部庶務課（人事第1係）

企画調整部（業務科）

企画調整部（業務科）

環境資源部気象管理科大気生態研究室長

資材動態部肥料動態科多量要素動態研究室長

環境管理部主任研究官（資源・生態管理科生

態管理研究室）

環境生物部主任研究官（昆虫管理科個体群動

態研究室）

環境資源部主任研究官（土壌管理科土壌生化

学研究室）

資材動態部主任研究官（農薬動態科殺虫剤動

態研究室）

環境管理部主任研究官（資源・生態管理科影

響調査研究室）

環境資源部（土壌管理科土壌物理研究室）

所内異動

発令年月日　氏　名

　9．4．1白石正毅
　　　小林　 健

　　　廣瀬玲子
　　　前田篤子
　　　染谷　 透

　　　佐藤和彦
　　　川島茂人

　　　新所属
総務部会計課調達係長

総務部庶務課（人事第1係）

総務部庶務課（人事第2係）

総務部会計課（用度係）

総務部会計課（用度係）

総務部会計課（調達係）

環境資源部気象管理科大気生態研究室長

白戸康人　環境資源部（土壌管理科土壌保全研究室）

　　　旧所属
総務部会計課支出係長

総務部庶務課（人事第2係）

総務部庶務課（厚生係）

総務部庶務課（庶務第2係）

総務部庶務課（庶務第2係）

総務部会計課（用度係）

環境資源部主任研究官（気象管理科大気生態

研究室）

環境資源部（土壌管理科土壌生成分類研究室）

併任
発令年月日　氏　名

　9．5．1稲葉博一 環境管理部

前　田　孝　次　　環境管理部

9．6．1　田　中　喜　之　　環境管理部

新所属 　　　旧所属・
経済局統計情報部生産統計課調査技術班気

象解析係長

経済局統計情報部生産統計課土地資源統計
班（土地資源統計係）

農業生物資源研究所生理機能部耐病性研究室長

併任解除

発令年月日　氏　名
　9．6．1　赤　尾　勝一郎

　　　新所属
農業生物資源研究所機能開発部長

　　　旧所属
農業生物資源研究所機能開発部長（兼）環境

管理部
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　　　　　　　　　　受賞・表彰（H．9．4～6）
平成9年度永年勤続者表彰（9．4．7）

（30年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20年）

齋　藤　滋　隆　　（企画調整部研究技術情報官）　　　　　　　　飯　泉　良　行　　（企画調整部業務科）

小　林　義　之　　（環境資源部水質管理科長）　　　　　　　　　武　田　隆　賀　　（総務部庶務課）

竹　内　　　誠　　（環境資源部水質管理科）　　　　　　　　　　松　田　　　泉　　（環境生物部微生物管理科）

日比野　啓　行　　（環境生物部長）

西　山　幸　司　　（環境生物部微生物管理科）

濱　　　弘　司　　（資材動態部農薬動態科長）

科学技術長官賞（科学技術功労者）（9．4．16）

松　中　昭　一（関西大学工学部生物学部二元農業技術研究所生理遺伝部生理第1科）

「作用機構及び選択性機構解明による除草剤開発育成」　　　　　　・

第32回科学技術情報振興賞（9．4．18）

竹　澤　邦　夫（北陸農業試験場企画連絡室：元農業環境技術研究所企画調整部）

「ノンパラメントリッタ回帰とファジィ推論の農学への応用」

海外出張（H．9．4～6）

氏　　名 所　　属 出　張　先 本人の活動内容 出張期間 備　　考

林　　　陽　生 環境資源部 韓　　　　　国 「日韓における水稲収量変動の特性解明と純一次生産力評 H．9．4．6 科技庁

価モデルによる変動予測」 ～H．4．12 国際共同研究

鳥　谷　　　均 環境資源部 韓　　　　　国 「日韓における水稲収量変動の特性解明と純一次生産力評 H．9．4．6 科技庁

価モデルによる変動予測」 ～H．4．18 国際共同研究

後　藤　慎　吉 環境資源部 韓　　　　　国 「日韓における水稲収量変動の特性解明と純一次生産力評 H．9．4．6 科技庁

価モデルによる変動予測」 ～H．4．18 国際共同研究

井　上　吉　雄 環境管理部 フ　ラ　ン　ス リモートセンシングにおける物理計測とデータ解析の処理 H．9．4．7 研究交流促進法

手法に関する研究発表 ～H．4．11 第5条

宮　田　　　明 環境資源部 オーストラリア 狭い土地にも適用可能な微気象学的ガスフラッタス測定法 H．9．4．7 科技庁

の開発 ～H．5．18 国際共同研究

（二国間型）

米　村　正一郎 環境資源部 オーストラリア 狭い土地にも適用可能な微気象学的ガスフラッタス測定法 H．9．4．7 科技庁

の開発 ～H．5．18 国際共同研究

（二国間型）

松　村　　　雄 環境生物部 ブ　ラ　ジ　ル 「ブラジル・セラード環境モニター調査作業管理」調査団 H．9．4．9 J　I　CA

～H．4．27

根　本　正　之 環境生物部 ブ　ラ　ジ　ル 「ブラジル・セラード環境モニター調査作業管理」調査団 H．9．4．9 J　I　CA

～H．4．27

川島博乏 企画調整部 英　　　　　国 「地球環境変動に伴う世界の穀物生産変動総合モデルの作 H．9．4．9 科技庁

オーストリア 成」 ～H．9．6。12 国際共同研究
（二国間型）

宮　下　清　貴 環境生物部 英　　　　　国 日英「農業科学・技術分野における独力計画」に基づく研究 H．9。4．9 農水省

協力課題（バイオリメディエーション）の検討のため ～H．4．19 農林水産業技術

振興費

高　木　和　広 資材動態部 英　　　　　国 日英「農業科学・技術分野における独力計画」に基づく研究 H．9．4．9 農水省

協力課題（バイオリメディエーション）の検討のため ～H．9．4．19 農林水産業技術

振興費

12

root
長方形


root
長方形




氏　　名 所　　属 出　張　先 本人の活動内容 出張期間 備　　考

石　井　英　夫 資材動態部 英　　　　　国 「薬剤抵抗性の打破に関する国際会議」に出席し，招待講演 H．9．4．12 科技庁

とポスター発表を行う ～H．9．4．19 国研集会

鶴　田　治　雄 環境管理部 アメリカ合衆国 セミナーに参加し講演を行うと共に関連する研究の打ち合 H．9．4。17 研究交流促進法

わせを行う ～H．9．4．22 第5条
浜　崎　忠　雄 環境資源部 中　　　　　国 国際シンポジウム「土・人・環境の相互作用」に参加 H．9．5．2 研究交流促進法

～H．9．5．13 第5条
岩　問　秀　矩 環境資源部 中　　　　　国 国際シンポジウム「土・人・環境の相互作用」に参加 H．9．5．2 研究交流促進法

～H．9．5．13 第5条
鶴　田　治　雄 環境管理部 タ　　　　　イ 土地利用と土地被膜の変化に関する国際総合ワータショッ H．9．6．6 研究交流促進法

プに参加 ～H．9．6．10 第5条
原　薗　芳　信 環境資源部 オーストラリア 国際シンポジウム「地球環境変化への地球　海洋一大気相 H．9．6．30 科技庁

互強制力」に参加 ～H．9．7．11 重点基礎

氏　　名 所　　属 滞在する研究室 課　　　　　題 期　　間

大　滝　英　治 岡山大学環境理工学部 気象特性研究室 農業用水中の二酸化炭素分圧動態の把握 H　　．9．　6．19～H．　9．　6．25

流動研究員（H．1．4～6）

依頼研究員（H．9．4～6）

氏　　名 所　　属 滞在する研究室 課　　　　　題 期　　間

田　口　明　広

篠　田　正　彦

橋　本　　　崇

宮　下　　　純

福島県果樹試験場

千葉県農業試験場

和歌山県農業試験場

長野県南信農業試験場

土壌生成分類研究室

土壌化学研究室

多量要素動態研究室

多量要素動態研究室

土壌データ処理及び土壌マッピング手法

耕地施用した資材の土壌における重金属の動態解明

和歌山県内におけるぼかし肥料の特性解明

野菜等の施肥診断技術手法

H．9．6．1～H．9．8．31

H．9．6．1～H．9．8。31

H。9．6．1～H．9．8．31

H．　9．　6．　2～H．　9．　8．29

技術講習

氏　　名 所　　属 滞在する研究室 課　　　　　題 期　　間

佐　藤　五英子 千葉大学園芸学部 気象特性研究室 湛水農耕地における温室効果ガスフラッタスの観 H．　9．　4．　1～H．　9．　7．31

測研究

間　野　正　美 千葉大学園芸学部 気象特性研究室 アラスカのツンドラ地帯における温室効果ガスフ H．　9．　4．　1～H．10．　3．31

ラッタスの研究

齋　藤　明　広 筑波大学農学研究科 土壌微生物利用研究室 微生物の遺伝子発現機構の解析 H．9．4．1～H．10．3．31

君　島　隆　夫 ．茨城大学農学部植物資 微生物管理科上席研究官室 デヌイウイルスの遺伝子構造と機能解析源保護学 H．9．4．21～H．10．3．31

研究室

松　田　晴　光 筑波大学環境科学研 個体群動態研究室 耕地生態系の混作による昆虫相，生態系多様性へ H．　9．　4．21～H．10．　3．31

究　　　　　　　科 の効果

府　川　　　愛 東京農業大学農学部 微生物特性・分類研究室 植物病原細菌の分類について H．9．5．1～H．9．10。31

佐　瀬　浩一郎 東京大学大学院総合 地球環境研究チーム 農村地域における有機物循環システムの解明 H．9．5．1～H。10．3．31

文　化　研　究　科

富　田　祐　子 筑波大学生物科学系 影響調査研究室 安定同位体比測定 H．　9．　5．　1～H．10．　3．31
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氏　　名 所　　属 滞在する研究室 課　　　　　題 期　　間

津　森　義　邦 筑波大学第二学群生 土壌微生物利用研究室 土壌中の難分解性化合物分解菌の分離と解析 H．　9．　5．　1～H．10．　3．31

物　資　源　学　類

Ferdinand　F． 筑波大学大学院博士 除草剤動態研究室 除草剤の残留分析法 H．　9．　5．　1～H．10．　3．31

Fajardo 課程農学研究科

張　　　飛　雲 東京農工大学大学院 微生物管理科上席研究官室 虫媒伝搬性ウイルスの遺伝子解析 H．　9．　5．　6～H．10．　3．31

連合農学研究科

林　　　弦　同 国立植物検疫所国際 線虫・小動物研究室 線虫分類同定 H．　9．　6．　1～H．　9．　8．31

検　疫　協　力　課

萢　　　曉　暉 中国科学院土壌科学 影響調査研究室 土壌からの亜酸化窒素（N20）の発生に関する研究 H．　9、　5．12～H．　9．　8．ll

研　　　究　　　所

三　宅　司　郎 株式会社ヤトロン 農薬管理研究室 農薬の残留分析法 H．9．5．14～H．9．9．30

中　央　研　究　所

大　庭　良　宣 株式会社環境科学 土壌物理研究室 土壌の水分特性に係わる試験方法の習得 H．9．5．26～H．9．6．6

コーポレーション

その他の研修員（H．9．4～6）

氏　　名 所　　属 種　　類 滞在する研究室 課　　　　　題 期　　聞

Mahamod　Ali イ　ギ　リ　ス 環　　境　　庁 地球環境研究チーム 「陸域生態系の二酸化炭素動態の評価予測・モ H．9．3．22

Halablab キングス・カレッ 地　球　環　境 デリングに関する研究」特に食糧生産と防除 ～H．9．3．31

ソ　・ロン　ドン 外国人招へい

Mikhail　F． ロシア科学アカデ 環　　境　　庁 地球環境研究チーム 空間的に分布し，時問に依存した環境データの H．9．3．22

Kanevski ミー核安全研究所 地　球　環　境 ジオスティクス解析とモデリングに関する講演， ～H．9．3．31

外国人招へい セミナー演習

Michel　R．R． ス　　　イ　　　ス 環　　境　　庁 地球環境研究チーム 「陸域生態系の二酸化炭素動態の評価予測・モ H．9．3．23

Maignan ローザンヌ大学 地　球　環　境 デリングに関する研究」特にジオスタティクス ～H．9．3．31

外国人招へい 研究

Marie　F． ス　　　イ　　　ス 環　　境　　庁 地球環境研究チーム 「陸域生態系の二酸化炭素動態の評価予測・モ H：．9．3．23

Maignan ローザンヌ大学 地　球　環　境 デリングに関する研究」特にジオスティタス研 ～H．9．3．31

外国人招へい 究

Vilma　Milo フ　ィ　リ　ピ　ン J　I　C　A 微量要素動態研究室 作物分析 H．9．3．27
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